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まちづくりを考える会

亀山南学区

地域密着型福祉の取り組み
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亀山南学区

可部線沿線と希望が丘以外は
著しい高齢化
虹山団地(昭和４５年完成)、
虹山県住、瑞眺苑
可部線廃止区間沿線集落

⇒ 地域密着型の高齢者福祉の取組



どこで逝きたいか

どこで逝ってるか
病院81 自宅14 施設5

どこで逝きたいか
病院19 自宅72 施設8



うちの近所のおばあちゃん

病院だったら３回死んでる

在宅介護 在宅看護
の生きる力



今日のご紹介

①認知症カフェ 虹カフェ
➁暮らしの保健室 亀山
③小規模多機能居宅介護施設

縁が和(+就労支援)

地域で暮らす 地域と暮らす



認知症カフェ 虹カフェwith暮らしの保健室亀山
画像

８２歳の挑戦
By中国新聞

認知症の夫を長く介護し
た経験や看護師の知識を生
かし、「失敗を明るく語り
合える場所にしたい」と渡
部宅を認知症カフェに

認知症カフェは、認知症の人とその家族、地域住民による
交流を通じて、認知症への理解を深め、認知症の人が地
域で安心して暮らせる環境づくりを目指しています。

https://www2.wam.go.jp/shofukuGift-img/newsPublic-files/images/20240215_112019.jpg


虹カフェの様子

６月 食品ロスのお話
７月 任意後見制度のお話
８月 お薬のお話
９月 成年後見制度のお話
１０月 音楽演奏
１１月 認知症施設のお話
毎月第１水曜日 お問い合わせは包括まで



虹カフェを拝見させていただいて

この日は、認知症の方１名、家族介護者４名、介護経験者
５名、認知症サポーター養成講座修了者１３名 計２０名

集まっていらっしゃる皆さんの熱意
そして楽しく学んでいらっしゃいました。

まちづくりの視点としては、既存のコミュニティが脆弱に
なっている中、こうしたテーマ型コミュニティが重要に
→テーマ型ローカルコミュニティをエルモで支援を



暮らしの保健室亀山
暮らしの保健室とは

①看護師さん等の専門性を持った方が、
ボランティアで、地域住民の様々な相
談を受ける場所

そして専門家や支援者による
➁学びの場 ③安心な居場所
④交流の場 ⑤連携の場 ⑥育成の場



暮らしの保健室 亀山
暮らしの保健室の役割



暮らしの保健室 活動メンバー

管理栄養士

鍼灸師

メンバー９名（看護師・社会福祉士・管理栄養士・鍼灸師・作業療法士・言語聴覚士）
は、全て現職を持ちながら活動に参加

OT

作業療法士
（OT） OT

言語聴覚士
（ST）

社会福祉士

看護師

子供スタッフ



暮らしの保健室 亀山

食事は、敷居を下げるのには最高のツール。



暮らしの保健室 亀山

様々な
学び



暮らしの保健室 亀山の機能
安心できる場、交流の場、連携の場、育成の場、学びの場

 ・安心できる場として、気軽に立ち寄るきっかけとしての安価な食事提供や図書
の閲覧、アクティビティ活動

 ・交流の場として、季節の仕事や作品作りを一緒に行うワークショップや、ス
タッフとの昼食

 ・連携の場として、来られた人の特性や困りごとを確認し、地域の資源につなげ
ること

 ・育成の場として、なかなか地域での実習が少ない中、臨床実習中の学生や、医
療・福祉の大学生が、学んだ知識を生かして地域活動に加わることで、今後の臨
床に役立てる機会へ

 ・市民との学びの場として、参加者の声を拾いながら学習会の企画実施を行う



暮らしの保健室 亀山

プロボノ・・専門家による地域貢献活動

プロがいらっしゃる安心
プロボノだから相談できる気安さ
プロが考えてくださる場づくり

学校でしんどい時は保健室
地域でしんどい時は

暮らしの保健室へ行こう



暮らしの保健室 亀山

地域でしんどい時は
暮らしの保健室へ行こう

プロが聞いてくれて、課題解決へ繋いでくれます

窓口の役割、つなげる役割

でも、困っていても、相談できない昭和の人
→ お節介(地域のｺﾐｭﾆﾃｨ)がやっぱり大事
プロと素人の連携で住みよいまちづくりを



暮らしの保健室 亀山

まちづくりの視点から
プロボノ(専門家による地域貢献活動)の可能性

高齢団地・・経験者ばかり

つまり、人材のお宝
保健室があるのなら、

工作室も音楽室も給食室もできるじゃないか。
プロボノコミュニティをどんどん作りましょう。

Byエルモ



かべ工房村

あき亀山駅の北側
循環バス 長井バス停前



かべ工房村

左から
トイレ そば打ち場 コミュニティスペース 小規模多機能 就労支援B

キッチンカー そばや＆カフェ 後ろに農園、陶芸、大工、ピザ窯
右側に銘水井戸



かべ工房村
特定非営利活動法人 かべ工房村
○小規模多機能居宅介護施設 『縁が和』
○就労支援B型作業所 『ぽこ和ぽこ』
○コミュニティスペース
そば処 亀山 就労支援café『カフェポ』
陶芸教室、大工教室、ピザ教室、農園等

○その他
就労支援キッチンカー 亀焼き
あき亀山の銘水井戸
誰でも使えるオープントイレ

認知症カフェ
第４水曜午後



歴史

全国各地で“グループホーム”の建設が進められているが、地元の理解と協力が
なかなか得られずに暗礁に乗り上げているケースも多い。広島県安佐北区亀山
南のグループホーム「はるかぜ」は自治会と勉強会や交流を重ね「協定書」を
締結、協力体制を築き上げた。

２５年前のお話から



かべ工房村・・地域との連携

開設時のコンセプト
住み慣れた地域で、死ぬまで暮らしたい、と、多
くの人が希望しますが、そのためには、町の人の交
流が深く、地域での生活が多岐に富み、支えあい・
たすけあいが当たり前にある地域づくりが大切だと
思います。街角ぷらっとホーム（コミュニティーフ
リースペース）は、町中の、みんなが気軽に利用で
きる縁側を目指します。



かべ工房村の取り組み



かべ工房村の取り組み



かべ工房村・・地域との連携

地域とどっぷり連携
食べる・作る・学ぶ・・・飲む

福祉施設が地域を活性化
うちは介護予防施設ではなく、介護施設。

集まってる連中、誰も介護認定がとれそう
にない。経営に寄与してくれない(笑)



ということでCM



ということでCM2
小規模多機能居宅介護施設 縁が和 利用者募集中
就労支援B型作業所 ぽこ和ぽこ 利用者募集中
キッチンカー 亀焼き イベント行きます
各種体験講座 生徒募集中



かべ工房村

明後日は、木と食の里まつりでお待ちしております。

日本一蕎麦の美味しい介護施設



亀山南学区
ご清聴ありがとうございました

エルモ頑張ります
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